


中
国
に
お
け
る
ア
-
キ
ビ
ス
-
の
教
育
と
養
成

I

I
C
A
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
を
中
心
に
-

安

藤

正

人

一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要

国
際
文
事
館
評
議
会

(
(ntem
ational
Coun
cit
on
A
IChives,tCA
)
の
専
門
職
教
育
部
会

(Section
ofA
rchival
E
duB
tion,SA
E
)

委
員
会
が
北
京
で
開
か
れ
た
の
を
枚
に
､
同
部
会
と
中
国
国
家
梢
薬
局
と
の
共
催
で
'
｢
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

の
教
育
と
養
成
｣
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

一
九
九

一
年
九
月
九
日
か
ら
九
月

一
四
日
の
間
'
中
国
第

一
歴
史
楢
築
館
そ

の
他
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
｡
I
C
A
は
1
九
八
八
年
以
来
'
毎
年
連
続
し
て
7
-
キ
ビ
ス
-
の
教
育
と
糞
成
に
関
す
る
国
際
シ
ソ

(-
)

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
い
る
が
'
今
回
の
北
京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
番
外
編
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

参
加
者
は
日
本
か
ら
の
二
名

(森
安
彦
史
料
館
教
授
お
よ
び
筆
者
)
を
含
む

一
〇
カ
国
約
二
〇
〇
人
｡
大
半
は
中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
.ハ
の
ア

ー
キ
ビ
ス
ト
で
､
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
が
主
対
象
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

'
こ
の
地
域
か
ら
の
参
加
者
が
塩
め
て
少

な
く
､
そ
の
意
味
で
は
や
や
寂
し
い
感
じ
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
で
も
'
中
国
国
家
横
案
局
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
運
営
と
'
中
国
全
土
か
ら

参
加
し
た
7
-
キ
ビ
ス
-
の
方
々
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
'
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
そ
の
も
の
は
き
わ
め
て
活
発
か
つ
有
意
義
で
あ
っ
た
｡

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

二
〇
三



全体シンポジウムの様子 (第一歴史楢葉館)中国人



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
程
は
'
九
月
九
日
と

1
0
日
に
北
京
の
中
国
第

1
歴
史
梢
案
館
で
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
あ
と
'

一
一

日
か
ら

二
二
日
ま
で
'
北
京
'
洛
陽
'
南
京
の
三
都
市
で
'
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
地
域
か
ら
の
参
加
者
を
得
て
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
｡
外
国
か
ら
の
参
加
者
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
'
こ
の
三
都
市
で
の
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
｡
筆
者
は
森
氏
と
と
も

に
北
京
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
｡

中
国
第

1
歴
史
楢
葉
館
で
の
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
'
イ
ン
ド
'
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
'
フ
ィ
リ
.iJ
ソ
'
日
本
の
各
国
と
太
平
洋
地
域
'

お
よ
び
I
C
A
か
ら
報
告
が
あ
り

(代
理
報
告
お
よ
び
べ
㌧
ハ
t
参
加
を
含
む
)'
そ
の
あ
と
質
疑
が
行
わ
れ
た
｡

ま
た
筆
者
が
参
加
し
た
北
京
グ
ル
ー
プ
の
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
｡
こ
の
小
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
中
国
側
の
参
加
者
は
人
民
大
学
楢
案
学
院
の
教
官
を
中
心
に
二
〇
人
ほ
ど
｡
こ
こ
で
は
ま
ず
中
国
側
が
主
報
告
を
行
い
'

次
い
で
筆
者
を
含
む
外
国
人
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
7
-
キ
ビ
ス
-
養
成
事
情
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
'
討
論
に
移
っ
た
｡
少
人

数
ゆ
え
'
議
論
は
真
剣
な
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
進
め
ら
れ
た
｡
楢
葉
学
院
の
若
手
女
性
講
師
に
実
に
議
論
熱
心
な
方
が

1
人

お
り
'
外
国
人
参
加
者
に
対
し
て
な
か
な
か
上
手
な
英
語
で
質
問
を
浴
び
せ
て
は
'
し
つ
こ
-
食
い
下
が
り
'
最
後
に
は
副
院
長
先
生
に

た
し
な
め
ら
れ
て
い
た
｡
こ
の
あ
た
り
､
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
自
由
か
つ
主
体
的
に
意
見
を
言
い
合
う
雰
囲
気
が
あ
り
'
印

象
に
残
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
｡

以
下
'
本
稿
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
わ
れ
た
諸
報
告
の
う
ち
'
中
国
の
報
告
に
絞
っ
て
概
要
を
紹
介
し
た
い
｡
た
だ
必
ず
し
も
報
告

そ
の
ま
ま
で
は
な
く
'
報
告
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
や
､
い
く
つ
か
の
文
献
か
ら
得
た
情
報
も
加
え
な
が
ら
私
な
り
に
ま
と
め
直
し
た
も
の

(2
)

な
の
で
'
そ
の
旨
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く

｡

中
国
に
お
け
る
7
-
キ
ビ
ス
-
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号

二

中
国
人
民
大
学
梢
案
学
院
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
の
教
育
と
養
成

-

歴

史

中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
は
'
中
国
で
も
っ
と
も
古
い
t
か
つ
最
大
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
養
成
摸
関
で
あ
る
｡
そ
の
歴
史
は
'
中
華

(3
)

人
民
共
和
国
成
立
後
間
も
な
い
一
九
五
二
年
'
中
国
共
産
党
と
政
府
が
梢
案
の
陳
存
強
化
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
中
国
人

民
大
学
の
中
に
枯
葉
専
修
班
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
遡
る
｡
こ
れ
は
在
職
者
を
対
象
と
し
た

1
年
間
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
'
翌

一
九
五

三
年
に
楢
葉
専
修
科
と
改
称
し
て
二
年
間
の
コ
ー
ス
に
な
っ
た
｡

1
九
五
五
年
'
こ
の
課
程
を
基
礎
に
四
年
制
の
歴
史
楢
葉
系

(学
科
)

が
設
立
さ
れ
た
｡

一
九
八
五
年
に
は
さ
ら
に
昇
格
し
て
楢
葉
学
院
と
な
っ
た
｡
以
来
'
同
学
院
は
国
家
教
育
委
員
会
に
よ
り
'
梢
薬
学
の

全
国
的
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
大
学
の
梢
薬
学
教
師
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡
な
お
'
創
立
以
来

一
九

(4
)

九

1
年
ま
で
の
三
九
年
間
で
卒
業
生
は
約
四
'
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
'
そ
の
多
く
は
全
国
の
楢
葉
館
な
ど
で
ア
ト
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
相
集

事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
｡

2

課

程

楢
葉
学
院
に
は
次
の
四
つ
の
課
程
が
あ
り
'
現
在
五
〇
〇
人
程
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
｡

川研
究
生

[大
学
院
]

1
九
七
九
年
に
初
め
て
正
規
の
研
究
生

[大
学
院
生
]
を
受
け
入
れ
'

1
九
八
四
年
に
国
務
院
か
ら
増
薬
学
専
業
碩
士

[修
士
]
の
学

位
号
授
与
権
を
認
め
ら
れ
′た
｡
修
業
年
限
は
三
年
｡
楢
薬
学
'
中
国
政
治
制
度
史
な
ど
の
研
究
専
攻
が
あ
る
｡
入
学
者
は
増
築
学
院
の
本



科
卒
業
生
が
大
半
だ
が
'
現
場
か
ら
入
っ
て
-
る
人
や
'
歴
史
､
語
学
'
図
喜
館
学
'
化
学
'
物
理
な
ど
の
分
野
か
ら
入
っ
て
く
る
人
も

少
数
い
る
｡
卒
業
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機
関
や
大
学
に
就
職
し
て
い
る
｡

5本
科

[学
部
]

楢
葉
学
院
の
中
心
と
な
る
課
程
で
修
業
年
限
は
四
年
｡
中
等
学
校
卒
業
者

(日
本
の
高
卒
に
あ
た
る
)
が
入
学
す
る
｡
専
攻
課
程
は
横
案

学
'
科
技

(科
学
技
術
)
楢
葉
管
理
学
'
梢
案
保
護
技
術
学
の
三
つ
｡
ほ
か
に
情
報
管
理
者
を
養
成
す
る
特
別

コ
ー
ス
が
あ
る

(
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
で
は
以
上
の
よ
う
な
説
明
で
あ
っ
た
が
､
後
掲
注

(2
)
の
3
の
資
料
に
よ
れ
は
他
に
歴
史
楢
案
専
攻
課
程
が
あ
る
)｡

横
案
学
専
政
は
l
般
の
7
-
キ
ビ
ス
-
養
成
を
目
的
と
し
､
科
技
肖
案
管
理
学
専
攻
は
工
業
'
農
業
､
自
然
科
学
研
究
'
気
象
'
天
文
'

環
境
保
護
'
医
学
な
ど
'
科
学
技
術
分
野
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
楢
葉
保
護
技
術
学
専
攻
は
'
い
わ
ゆ
る
保
存
管

理
者

(プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
･
ア
ド
三
一
ス
ト
レ
イ
ク
-
)
や
保
存
修
復
技
術
者

(
コ
ン
サ
ベ
ー
タ
-
)
の
養
成
課
程
と
見
て
よ
か
ろ
う
｡

8専
科

[在
職
者
教
育
]

二
年
間
の
在
職
者
対
象
専
門
課
程
だ
が
'

1
部
中
等
学
校
新
卒
者
も
受
け
入
れ
て
い
る
｡
楢
薬
学
'
科
学
技
術
楢
葉
管
理
､
楢
葉
保
護

技
術
'
人
事
楢
葉
管
理
'
記
錠
復
元
技
術
､
文
件
管
理
な
ど
の
専
攻
コ
ー
ス
が
あ
る
｡

帥通
信
教
育

楢
葉
学
院
と
中
国
人
民
大
学
函
授
学
院

[通
信
教
育
部
]
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る
課
程
で
'
主
と
し
て
現
職
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
対

象
に
､
楢
薬
学
と
科
学
技
術
楢
葉
管
理
の
二
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
｡

以
上
の
四
課
程
の
ほ
か
､
楢
葉
学
院
教
官
や
内
外
の
現
職
7
-
キ
ビ
ス
I
の
た
め
の
高
等
研
修

コ
ー
ス
を
随
時
設
け
て
い
る
｡

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号

3

ス
タ
ッ
フ

楢
葉
学
院
に
は
現
在
七
九
人
の
教
職
員
が
い
る
｡
内
訳
は
教
授
七
人
'
助
教
授
二
三
人
､
講
師
三

〇
人
'
助
手

1
五
人
'
事
務
官
四
人

で
あ
る
｡
｢梢
案
管
理
学
教
研
室
｣
｢科
技
楢
葉
管
理
学
教
研
重
｣
｢政
治
制
度
史
と
専
業
史
教
研
室

(楢
葉
史
教
研
重
)｣
｢
楢
葉
文
献
編
纂

学
教
研
室
｣
｢横
案
保
護
技
術
学
教
研
室
｣
の
五
つ
の
教
育
研
究
室
を
中
心
に

(後
掲
注

(2
)
の
I
の
資
料
に
よ
れ
は
､
は
か
に

｢梢
案
と
文

件
管
理
教
研
重
｣
が
あ
る
)'
三
つ
の
科
学
教
室
'
梢
秦
調
査
室
'
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
重
'

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
'
事
務
室
'
編
纂
室
な
ど
に
分

か
れ
て
所
属
し
て
い
る
｡

教
官
は
概
し
て
若
く
'
梢
案
学
の
ほ
か
'
歴
史
学
'
文
学
'
情
報
学
､
図
書
館
学
､
管
理
科
学
'

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
科
学
'
建
築
学
'
電

子
工
学
'
技
術
工
学
'
物
理
学
'
生
物
学
'
化
学
な
ど
の
専
門
家
を
揃
え
て
い
る
｡
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
梢
案
館
に
関
す
る
実
務
経
験
を

持

っ
て
い
る
｡
ま
た
非
常
勤
講
師
と
し
て
現
職
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
招
蒋
す
る
こ
と
も
あ
る
｡

I

設

備

､

楢
葉
学
院
に
は

1
万
冊
以
上
の
図
書
と
数
千
点
の
参
考
資
料
や
卒
業
論
文
を
備
え
た
参
考
図
書
室
が
あ
る
.
ま
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
セ

ン
タ
ー
や
'
保
存
科
学
や
修
復
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
化
学
室
'
生
物
劣
化
重
'
修
復
技
術
室
な
ど
の
科
学
教
室
が
あ
る

(写
真
参
照
)｡

5

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

楢
葉
学
院
で
受
講
で
き
る
科
目
は
全
部
で
約
二
〇
〇
科
目
に
及
ぶ
｡
そ
の
特
徴
と
し
て
'
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
で
は
'

川基
礎
教
育
科

目
の
充
実
t

e人
文
社
会
科
学
系
科
目
と
自
然
科
学
系
科
目
の
組
合
せ
'

桝理
論
と
実
践
の
結
合
'

帥隣
接
関
連
科
目
の
重
視
'

糊総
合

科
目
の
設
置

tの
五
点
が
あ
げ
ら
れ
た
｡



枯葉学院化学室 生物劣化室の害虫標本中国における7-キビス-の教育

と



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号

川基
礎
教
育
科
目
の
充
実

自
然
科
学
'
社
会
科
学
'
人
文
科
学
の
基
礎
科
目
で
'
大
半
は
必
修
科
目
で
あ
る
｡
日
本
の
大
学
の
1
般
教
育
科
目
に
あ
た
る
も
の
と

思
わ
れ
る
｡

∽
人
文
社
会

科
学

系
科
目
と
自
然
科
学

系
科
目
の
組
合

せ

ア
-
キ
ビ
ス
-

は
人
文
社
会
科
学
と

自
然
科
学
両
方
の
知
識
と
技
能
を
必
要
と
す
る
｡
そ
の
考
え
か
ら
梢
案
学
院
は
こ
の
両
方
を
等
し

く
充
実
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
お
り
'
楢
葉
学
院
の
全
専
門
科
目
の
中
で
い
う
と
､
科
学
技
術
楢
葉
に
関
す
る
科
目
が
自
然
科
学
系
科

目
の
約
二

〇
.ハ
I
セ
ソ
ー
を
占
め
て
い
る

(や
や
意
味
が
通
じ
な
い
が
報
告
原
文
の
マ
マ
)｡

8理
論
と
実
践
の
結
合

理
論
学
習
と
実
務
習
得
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
お
い
て
共
に
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
｡
梢
案
学
院
で
は
専
門
科
目
の
各
々
に
つ

い
て
'
約
六

〇
.ハ
-
セ
ン
ト
を
理
論
'
約
四

〇
.ハ
-
セ
ン
ト
を
実
務
に
あ
て
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
｡

仙隣
接
関
連
科
目
の
重
視

中
国
で
は
近
代
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
'
図
書
館
学
'
情
報
学
'
記
録
管
理
学
'
管
理
科
学
な
ど
の
隣
接
分
野
と
楢
葉
学
と
の
懸

隔
が
次
第
に
狭
ま
っ
て
お
り
'
実
務
的
に
は
情
報
管
理
と
い
う
形
で
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
こ
れ
ら
の
関
連
科
目
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
'
学
生
に
と
っ
て
単
に
隣
接
分
野
を
知
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
'
実
務
上
も
必
要
で
あ
る
｡

仰
総
合
科
目
の
設
置

総
合
科
目
と
は
専
攻
を
越
え
た
共
通
科
目
を
言
う
ら
し
い
｡
現
在
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
科
目
は
各
専
門
分
野
の
玉
.ハ
ー
セ
ン
ト
未

満
に
過
ぎ
な
い
が
'
総
合
科
目
は
繰
り
返
し
を
減
ら
し
時
間
の
節
約
と
教
育
の
質
の
向
上
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
'
学
生
の
創
造
性
と
問

題
解
決
能
力
の
開
発
に
役
立
つ
の
で
'
学
院
と
し
て
は
拡
充
を
検
討
中
で
あ
る
｡
具
体
的
な
内
容
が
や
や
わ
か
ら
な
い
が
､
報
告
後
の
質



第1表 中国人民大学桔菓学院専門課程科目一覧

中
国
に
お
け
る
ア
t
キ
ビ
ス
-
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

担当室名 履捗 機 薬 学 科技楢葉管理 楢葉保護技術

歴史増案科 目 名 時間 専攻課程 専政課程

専攻課程 専攻課程招宴史教研董中国楢葉史世界楢葉史盟重畳空重塾鼓室楢葉等概論1当案管理学芸術肖案管理音像楢菓管理料技梢婁管理学教研室料技枯葉管理学科技文件材料学 5454.36180363610872 ◎必修◎必修◎必修◎必修○選択○選択◎必修 1○選択◎必修◎必修○選択 ◎

必修 ◎必捗◎必捗 ◎必捗機枕設計基礎 72

◎必修機器駁造工程学

72 ◎必修機拭製図

72 ◎必修科技枯葉鍔研学 36

◎必修経営梢案管理梢案管理と 3672
◎必修コ-/ti'ユ -

メ .電子学原理 72 ◎必捗技術経済法概論 36 ○選択標準化概論招宴保…獲技術単数研重機案保護

技術学楢葉保護環境と技術普通物理 3680126216 ○

選択普通化学分析化学

72108 ◎必修有機化

学 108 ◎必捗無機

化学 90 ◎必捗機

室有事生物防治 108 ◎必捗楢葉捗復技術 108 ◎必捗静電複写

技術 36 ◎必捗マイク

p投影祝事廷技術楢葉文献拐纂学教研室招宴文献編纂学 14490 ◎



第2表 中国人民大学楢葉学院絹 『楢葉専業主要専業課程教学大網』日次

1.肖薬学概論教学大綱

第一霜 枯 秦

第 1章 梢案の起源と沿革

第2章 楢葉の定義と属性
第3章 増案の価値と作用
第4軍 国家相案全宗

第二編 楢葉工作

第5章 増築工作系統の内部構成と外部環境
第6章 枯葉工作の矛盾､規律､性質と原則
第7草 増築工作の現代化

第三編 枯葉事業

第8章 国家楢葉事業管理
第9章 増案重と増築館
第10章 梢秦専門教育

第四編 梢薬学

第11章 肖薬学及びその科学体系

第12章 欧米梢薬学の発生と発展
第13章 中国楢葉学の発生､発展及びその趨勢

2.三重窒教学大網

第1章 文件 [文吉]の特徴と擁能
第2章 公務文件の種類
第3葦 通用公文の書式と稿本
第4章 通用公文の撰写更別と方法
第5章 通用公文処理
第6章 公文立巻の原則と方法
第7草 案巻の系統化整理と編目
第8章 文件工作の組織と制御

3.持薬管理学数学大綱

第 1章 楢葉の収集

第2草 増築の整理
第3章 楢葉価値の鑑定
第4章 楢葉の統計
第5章 梢英検索手段と検索体系
第6章 楢葉著録
第7葦 楢葉索引
第8章 横案分頬表と肖秦主項詞表
第9章 楢葉目録と指南
第10章 増案の提供利用
第11章 梢案の編研

4.科技招集管理学教学大桐

第-宿 料技積寒と科技楢葉工作概述

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号



中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

第1章 科技増菓放念
第2章 科技楢葉の塩焼と内容構成
第3章 科技楢葉の械能
第4草 科技増案工作概述

第二稲 村技文件材料工作に対する増案部門の監督指導

第5章 科技文件材料及びその管理工作
第6章 科技文件材料の形成蓄積工作の監督指導
第7章 科技文件材料の整理工作の協助指導
第8章 科技文件材料帰増の協助指導

第三編 科技楢葉管理

第9章 科技楢案収集工作
第10章 科技横秦整理工作

第11章 科技楢葉鑑定工作

第12専 科技楢葉操管､統計工作

第四稲 村技楢葉資源の開発利用
第13章 料技枯葉資源の開発利用及びその条件
第14章 科技楢葉の検索
第15宰 相技楢葉の編研
第16葦 科技楢葉提供服務

第五稲 村技楢葉の現代化管理

第17章 科技枯葉の計昇機管理システムの研制
第18章 科技楢葉の計井枚検索の原理
第19単 科技楢葉の縮故 [マイクロ写真]と複製技術
第20章 計算機ネットワーク技術及びその応用

第六編 我国の科技枯葉事業

第21章 科技枯葉事業の建設と発展
第22章 科技楢葉事業の組織建設
第23章 科技楢葉事業管理

第七稲 村技資料工作

第24章 科技資料
第25章 科技資料管理

5.中国政治制度史数学大綱

第一絹 古代中国政治制度

第1幸 先秦政治制度

節2草 案洪魂晋南北朝の政治制度
約3事 情唐五代朱の政治制度
第4革 夏遊金元の政治制度
的5章 明清の政治制度

約二編 中華民国政治制度

的6革 辛亥革命と南京臨時政府
約7章 北洋軍閥統治下の北京政府
約8章 北洋政府の地方制度
第9章 中国国民党統治時期の中央政制
約10車 中国国民党統治時期の地方制度



第三絹 人民民主制度

第11章 土地革命時期の工農民主政権

第12章 抗日戟争時期の抗日民主政権
第13章 解放戦争時期の人民民主政権
第14華 中華人民共和国政治制度

6.楢葉文献絹纂学教学大綱

第l章 増築文献得策学史略
第2章 楢葉文献編纂工作概述
第3章 編纂項目の選定
第4章 機案文献の調査
第5章 増秦文献の選定
第6章 枯葉文献の校訂
第7宰 相案文献の転録加工
第8章 楢葉文献の点校加工
第9章 楢葉文献の標額
第10章 楢葉文献の鰐成
第11章 評述性材料 (注釈､按語､序言)の編制

第12章 査考性材料 (年表､挿図､備考､柘輯説明)の編制
第13車 検素性材料 (目鐘､索引)の柘制
第14章 肖秦文献の出版

7.楢葉保護技術学教学大綱

第1章 楢葉用紙材料の耐久性
第2章 梢案筆記材料の耐久性
第3草 音声映像楢葉の作成材料の耐久性
第4章 横嚢収蔵庫の温湿度の制御と調節
第5草 光の楢葉に対する危害及びその防治
第6章 空気汚染の横秦に対する危害及びその防治
第7章 増案に損害を与える微生物及びその防治
第8草 楢葉の害虫及びその防治
第9章 増築収蔵庫中の噛歯動物及びその防治
第10章 楢葉収蔵庫の建築と設備

第11章 楢葉修復技術

8.社会科学情報工作概論教学大網

第

第

節
節
第

節
罪
吊

章 科学発展と情報保障

章 -情報と社会科学情報

章 情報交流

草 社会科学情報工作概述

章 杜科文献情報源

章 需要者及び情報需求研究

章 情報工作現代化

草 我国社科情報事業の組織管理研究

9.マイク.'撮影複製技術教学大綱

第1章 概論
第2革 マイク.,写真の形式

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号

四



中
国
に
お
け
る
7
I
辛
ど
ス
ト
の
教
育
と
東
皮

妄
蘇ヽ■..′

五

第3章 マイクF,写其撮影設僻
第4章 マイクpフィルム
第5章 銀塩マイクロフィルムの現像
第6草 原本の投影
第7草 マイクp写其の複写と復元
第8章 11イタロ写其の質丑検査
第9章 マイクF,写真の検索
第10革 マイクp写其の保存と管理
妨11章 マイクt,写真の法律地位
第12章 新技術の応用

10.中国楢葉事業史教学大網

第 1章 楢葉の発生と商周時期の積寒工作

第2草 春秋戦国.秦､漢､琉晋南北朝時期の積秦工作
第3事 情唐､栗､遊金元時期の機裏工作
第4孝 明､清時期の積案工作
第5章 阿片政争後清朝の楢葉工作
第6草 太平天国の轄菓工作
第7革 辛亥革命時期の楢葉工作
第8章 北洋政府統治時期の楢葉工作
約9辛 国民党政府統治時期の楢秦工作
第10華 中国共産党建党初期と革命根拠地の損案工作
第11章 建国後社会主義改造時期の枯葉工作
節12章 社会王糞全面開始時期の楢葉工作

ll.外国肖菓事業史数学大桐

的一指 古代時期の増毛工作

第1章 古代東方奴隷制国家の枯葉と肖案工作
的2辛 古代ギ1)シャの肖宅と楢葉工作
節3章 舌代p-マの機業と横秦工作
第 4章 封建社会初期の穏案工作 (5-11世紀)
的5章 封建社会中期の機室工作 (1卜15世紀)
的6奇 封建社会末期の枯葉工作 (15-18世紀中期)

第二拐 近代時期の楢葉工作 (1789-1917年)
約7草 近代時期の肖案工作改革
第8宰 近代時期也薬学理論の形成と発展
約9章 近代時期の楢葉教育
第10章 近代時期の経済肖秦虎

第三ii 現代時期の肖案工作

約11宰 十月革命挨ソビェトF7シ丁の楢葉工作改革
節12章 ソ連の楢葉事業建設
約13革 欧州資本主兼国家の楢葉工作
第14草 東欧社会主兼国家の楢葉工作
約15革 北米各回の増裏工作
約16草 大洋州各国の枯葉工作
抑17章 7ジ7,771)カ,ラテン7ノl)カ各国の楢裏工作
約18草 国際相葉組織及びその活動



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号

疑
で
は
'
検
索
論
や
情
報
論
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
答
え
で
あ

っ
た
｡

二二ハ

で
は
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
｡
基
礎
科
目
や
隣
接
関
連
科
目
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
'
楢
葉
関
係

の
専
門
科
目
に
つ
い
て
は
二
つ
の
資
料
が
あ
る
｡

第
1
表
は
'
注

(2
)
の
3
に
あ
げ
た
専
門
課
程
科
目

一
覧
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
縦
軸
に
は
'
五
つ
の
研
究
室
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
す
る
科
目
を
並
べ
'
横
軸
に
は
各
科
目
の
総
授
業
時
間
'
お
よ
び
専
攻
課
程
ご
と
の
必
修

･
選
択
の
別
を
掲
げ
た
｡

第
2
表
は
'
注

(2
)
の
I
に
あ
げ
た
積
秦
学
院
の
編
集
に
な
る

『楢
葉
専
業
主
要
専
業
課
程
教
学
大
綱
』
の
目
次
で
あ
る
.
説
明
に

ょ
れ
は
'
こ
の
本
は
中
国
人
民
大
学
楢
秦
学
院
自
身
の
最
新
の
教
育
指
導
要
領
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
'
他
の
大
学

等
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
梢
薬
学
教
育
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
も
ね
ら
い
と
し
て
い
る
｡
中
身
を
見
る
と
'
｢楢
葉
学
概
論
｣

以
下

一
一
の
大
分
野
に
分
け
ら
れ
'
各
分
野
の
学
習
内
容
が
体
系
的
か
つ
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
国
際
的
に
み
て
も
'
7
-
キ
ビ
ス

-
の
教
育
指
導
要
領
と
し
て
'
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
｡

6

教

材

一
九
五
二
年
に
楢
葉
専
修
班
が
創
立
さ
れ
た
時
は
､

ソ
連
の
教
科
書
を
使
用
し
て
い
た
｡
そ
の
後
'
研
究
を
進
め
､

一
九
五
四
年
に

楢
葉
史
教
研
室
の
編
集
で

『中
国
楢
案
史
教
学
大
綱
』
を
出
版
｡
歴
史
楢
葉
系
成
立
後
､
『梢
案
工
作
の
理
論
と
実
践
』
『文
書
処
理
学
』

『
中
国
国
家
機
関
史
』
『中
国
梢
案
史
』
F文
件
材
料
保
護
技
術
学
』
『楢
案
文
件
公
布
学
』
な
ど
の
教
科
書
を
相
次
い
で
編
集

･
出
版
し

た
｡
ま
た

1
九
五
〇
年
代
末
に
は

r文
書
学
』
『技
術
楢
葉
管
理
学
』
な
ど
の
新
教
材
を
'

1
九
六
二
年
に
は
'
中
国
人
民
大
学
出
版
社

か
ら

『楢
案
管
理
学
』
と

『楢
葉
保
護
技
術
学
』
を
出
版
し
て
い
る
｡

そ
の
後
も
'
中
国
で
は
中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
の
教
官
は
も
と
よ
り
'
多
く
の
7
-
キ
ビ
ス
-
が
楢
葉
関
係
の
研
究
書
や
教
科
書
を



た
-
さ
ん
出
版
し
て
お
り
'
教
材
の
量
は
か
な
り
豊
富
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た

(そ
れ
で
も
中
国
の
人
た
ち
は
足
り
な
い
足
f
tな
い
と
言
う

が

)｡7

教
育
方
法
と
試
験

教
育
方
法
と
し
て
は
'
講
義
､
実
習
'
討
論
'
読
召
レ
ポ
ー
ト

小
論
文
'
業
務
分
析
'
実
演
見
学
'
フ
ィ
ル
ム
･
ビ
デ
オ
見
学
'
機

関
訪
問
'
社
会
調
査
､
シ
ュ
･･,
レ
ー
シ
ョ
ン
'
実
験
'
業
務
実
習
な
ど
､
多
彩
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
｡
特
に
機
関
訪
問
'
社
会
調
査
'

実
験
､
業
務
実
習
に
は
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
｡
実
験
が
あ
る
専
門
科
目
は
二
〇
以
上
に
及
ぶ
｡
地
方
の
梢
案
館
な
ど
の
協
力
で
行
な
う

現
場
実
習
は
'
学
部
課
程
の
学
生
に
対
し
て
四
年
間
の
内
に
二
カ
月
ず
つ
二
回
'
計
四
カ
月
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡

学
生
の
学
業
成
績
は
'

1
学
期
に
二
回
実
施
さ
れ
る
試
験

(年
二
学
期
制
な
の
で
1
年
に
計
四
回
)
と
実
習
や
討
論
を
通
じ
て
評
価
さ
れ

る
｡
評
価
の
比
率
は
'
試
験
が
六
〇
～
七
〇
.ハ
-
セ
ソ
ー
'
実
習
や
討
論
が
三

〇
～
四
〇
.ハ
-
七
ソ
ー
で
あ
る
.
実
習
の
成
績
評
価
は
'

楢
秦
館
で
実
地
に
指
導
し
た
現
場
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
行
な
う
｡

8

研
究
活
動

梢
秦
学
院
の
教
官
は
極
め
て
活
発
な
研
究
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
｡

1
九
八
六
年
か
ら
1
九
九
〇
年
ま
で
の
わ
ず
か
五
年
間
に
出
版
し

た
教
科
書
'
論
文
集
'
翻
訳
書
は
六
九
冊
'
雑
誌
に
掲
載
し
た
論
文
や
翻
訳
論
文
は
四
〇
〇
本
に
の
ぼ
り
'
多
数
が
各
種
の
質
を
獲
得
し

て
い
る
｡
国
家
教
育
委
員
会
が
出
し
て
い
る
梢
薬
学
関
係
の
教
科
書
も
､
大
半
は
中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
の
教
官
の
編
集
に
よ
る
も
の

で
あ
る
｡
ま
た
楢
葉
学
院
独
自
の
学
術
雑
誌
と
し
て
'
『枯
葉
学
通
訊
』
を
二
カ
月
に
1
回
発
行
し
て
い
る
｡
発
行
部
数
は
四
万
部
で
あ
る
｡

梢
案
学
院
は
中
国
国
内
お
よ
び
海
外
の
高
等
教
育
研
究
機
関
と
盛
ん
な
研
究
交
流
を
行
な
っ
て
お
り
'
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
'
教
官

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

二
一
七
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二

1

八

の
海
外
派
遣
'
外
国
人
専
門
家
の
招
噂
な
ど
に
熱
心
で
あ
る
｡
ま
た
教
官
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
楢
葉
学
会
の
会
員
と
し

て
主
導
的
な
役
割
を

演
じ
て
お
り
'
全
国
記
録
標
準
委
員
会
'
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
標
準
委
員
会
'
中
国
文
化
保
護
委
員
会
な
ど
の
全
国
委
員
会
の
委
員
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
る
｡

三

そ
の
他

の
学
校

に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

I

他
大
学
に
お
け
る
楢
葉
教
育

中
国
人
民
大
学
以
外
の
大
学
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
現
状
を
み
る
と
'

1
九
七
九
年
以
降

1
九
八
五
年
ま
で
に
二
八
の
大
学
･

高
等
専
門
学
院
が
肖
薬
学
の
学
科
あ
る
い
は
専
門
課
程
を
設
け
て
い
る

(第
3
表
参
照
)｡
こ
の
あ
と
'

一
九
八
五
年
八
月
に
国
家
教
育
委

員
会
と
国
家
楢
葉
局
が

｢梢
案
学
教
育
の
強
化
と
改
革
に
関
す
る
意
見
書
｣
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
り
'
楢
実
学
に
関
す
る
課
程
を
持
つ

大
学

･
高
等
専
門
学
院
の
数
は
'
翌

一
九
八
六
年
末
ま
で
に
一
挙
に
四
七
校
に
増
加
'
学
生
総
数
は
三
四
'

〇
〇
〇
人

(う
ち
在
職
孝
二

一
'
0
0
0
人
)
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

ま
た
大
学
院
課
程
も
新
た
に
四
川
大
学
楢
葉
系
と
杭
州
大
学
歴
史
系
に
設
け
ら
れ
た
｡

2

中
等
学
校
に
お
け
る
機
素
教
育

中
国
で
は
1
九
八
〇
年
か
ら
'
中
等
学
校

(は
ば
日
本
の
中
学
と
高
校
を
合
わ
せ
た
も
の
に
あ
た
る
)
に
も
楢
案
学
に
関
す
る
コ
ー
ス
を
置

-
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡
最
初
に
で
き
た
の
が
上
海
市
虹
口
中
学
の
文
書
中
専
班

(四
年
制
)｡
そ
の
後
'
北
京
'
天
津
'
杭
州
'
青
島
な

ど
多
-
の
普
通
中
学
'
職
業
中
学
に
楢
葉
班
あ
る
い
は
秘
書
班
が
設
置
さ
れ
た
｡

1
九
八
五
年
の
統
計
で
み
る
と

(第
4
表
)'
そ
の
数
は



第3表 中国の大学における7-キビスト養成課程 (1985年現在)

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

学 校 名 称 養成課程設置名称 課 程 種 類 設置年

場 所中 国人民大学 肖秦学院 研究生､本科､大専

1952 北 京北 京聯合大学 文法学院肖案系

本科 1979 北 京鄭州航空工業管理 科技管理系科技相葉 本科､大尊大専

1979

1980 鄭 州南 京学院 専業金陵職業大学 枯葉専業

南 開大学分校 横 幕 系 本科 1981 天 津内 幕 古 大 学 歴史系楢葉専業 幹部専修科 1981 呼和

浩特遼 寧 大 学 歴史系楢葉専業 本科､幹部専修科

1981 沈 陽上 海 大 学 文学院枯葉系 本科

､幹部専修科 1981 上 海四 川 大 学 増 英 系 本科､幹部専修科 1981

成 都杭 州 大 学 歴史系楢葉専業 本

科､大等､幹部専修科本村､幹部専修科 19

82 杭 州河 北 大 学 歴史系楢葉専業 1983 保 定蘇 州 大 学 歴史系肖案専業 本科 1983 蘇 州

安 徽 大 学 歴史系相集専業 本科､大噂､幹部専捗科大等､某大 1983 合 肥山 東 大 学 歴史系肖案専業

1983 済 南江 漢 大 学 秘召系相葉専

業 大耳､幹部専修科 1983 武 漢網 羅 大 学 歴史糸

横案専業 大串,幹部専修科 1983 湘 存食 州 人民大学 秘召

肖案班 大等 1983 食 陽異 能 江 大 学 歴史系楢葉専業 本科､幹部専捗斑 1984 吟

両液武 漢 大 学 図番情報学院楢葉専莱正史系増菓専菜 本科 1984 武 漢雪 両 大 学

本科､幹部専修科 1984 良 明墳陽市金筑大学

文法系文書横菓専業 大専 1984 衆 院西磁民族学錠 増基幹部専佐相

大等 1984 成 陽金城聯合大学

文古拙案丑 大専 1984 肺 州西北師範学院 歴史系肖秦専業 幹部中は村 1984 冊 州

上海機拭専科学校 管理工程系料技増秦専業

歴史系増秦専業 幹部専捗杵 1984 上 海書 林 大 学 本科､業大 1985

長 春江 西 大 学
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四

〇
ほ
ど
で
あ
る
｡

現
在
で
は
'

四
川
省
楢
葉
学
校
'
吉
林
省
文
件
枯
葉
職
業
学
校
､
北
京
文
件
楢
葉
職

(5
)

業
学
校
'
湖
南
省
図
書
情
報
楢
案
学
校
の
よ
う
に
'
楢
葉
教
育
を
専
門
に
し
た
中
等
学
校
も
い
く
つ
か
生

ま
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
中
等
学
校
の
楢
薬
学
課
程
の
目
的
は
'
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
楢
案
機
関
に
梢
薬
学
に
関
す
る

知
識
を
持

っ
た
中
級
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
を
供
給
す
る
こ
と
に
あ
る
｡

四

在
職
者
教
育

I
･
7
-
キ
ビ
r<
ー
の
種
類
と
在
職
者
教
育
の
役
割
分
担

中
国
の
7
-
キ
ゼ
ス
ト
は
ほ
ぼ
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
｡

川国
'
省
'
市
'
県
な
ど
各
レ

ベ
ル
行
政
体
の
梢
薬
局
お
よ
び
総
合
楢
案
館
に
属
す
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

∽党
'
政
治
組
織
'
軍
な
ど
'

大
規
模
な
組
織
の
部
門
梢
案
館
に
属
す
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
'
そ
し
て

8企
業
の
楢
葉
部
門
に
所
属
す
る
7

-
キ
ビ
ス
-
で
あ
る
｡

そ
の
人
数
は
総
計
百
万
人
を
越
え
る
と
い
わ
れ
る
が
'
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
事
情
に
よ
り
'
知
識

･
教

育
レ
ベ
ル
は
概
し
て
低
く
'

1
九
九

〇
年
の
推
計
に
よ
れ
ば
'
大
卒
は
全
体
の
1
五
･ハ
-
セ
ン
ト
t
.ま
た

楢
薬
学
専
門
教
育
を
受
け
た
者
は
'
わ
ず
か
四
.ハ
-
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡
さ
ら
に
都
合
の
悪
い

こ
と
に
は
､
末
端
レ
ベ
ル
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
頻
繁
に
入
れ
替
わ

っ
て
お
り

(毎
年
約
三
分
の
一
が
他
の
部

署
に
異
動
す
る
と
い
わ
れ
る
)'
梢
案
管
理
技
術
の
高
度
化
や
専
門
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
状
況
が
生
ま
れ

中国の中等学校における楢葉教育 (1985年現在)

地 区 北 天 河 山 士■コ 上 江 新 安 山 河
湖 潤 四 貴 院 甘革 津 北 西 柿 海

蘇 江 敬 .東 南 北 南 Jl州 西 蘇擦鰍 設置し-ひる中等学校数 7 3 3 1 1 2



て
い
る
｡
在
職
者
教
育
が
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
｡

在
職
者
教
育
の
責
任
は
'
国
家
梢
薬
局
'
地
方
梢
案
局
､
中

央
省
庁
楢
葉
部
門
が
負
っ
て
い
る
｡

川国
家
楢
薬
局

国
家
楢
案
局
は
'
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
種
煩
'
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
の
楢
案
館
や
梢
案
室
を
指
導

･
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
国
務

院
直
属
の
中
央
機
関
で
'
全
国
の
7
-
キ
ビ
ス
-
教
育
に
つ
い

て
統
括
責
任
を
負
う

一
方
､
自
身
で
も
中
央

･
地
方
レ
ベ
ル
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
対
し
て
在
職
者
研
修
を
実
施
し
て
い
る
｡
そ

の
た
め
国
家
楢
薬
局
に
は
'
教
育
処
と
い
う
部
署
と
'
桔
案
教

育
培
訓
中
心

[楢
葉
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
]
と
い
う
在
職
者
研

修
機
関
が
設
け
ら
れ
て
い
る

(図
参
照
)｡

5地
方
楢
某
局

省
'
自
治
区
'
市
'
県
な
ど
に
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
梢
案
行
政

を
管
轄
す
る
楢
薬
局
が
あ
り
､
梢
案
館
の
運
営
と
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
教
育
に
つ
い
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
｡
現
在

一
二
の
省
と
市

が
'
在
職
7
-
ヰ
ビ
ス
ー
の
教
育
施
設
を
設
置
し
て
い
る
｡

中
国
に
お
け
る
7
-
キ
ビ
ス
-
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

中国国家抱某局の姐捜図
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8国
の
中
央
省
庁
楢
葉
部
門

国
の
中
央
省
庁
の
楢
葉
部
門
は
'
各
省
庁
内
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
在
職
者
教
育
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
｡

2

在
職
者
教
育
の
種
類

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
在
職
者
教
育
は
'
資
格
の
取
得
に
結
び
つ
く
長
期
の
も
の
と
'
そ
う
で
な
い
短
期
の
研
修
と
の
二
つ

に
分
か
れ
る
｡
以
下
の
う
ち

川～Sは
前
者
の
タ
イ
プ
に
属
し
､

細と
糊は
後
者
の
タ
イ
プ
で
あ
る
｡

川大
学
専
科

[特
別
高
等
コ
ー
ス
]

大
学
学
部
レ
ベ
ル
の
専
門
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
'
楢
葉
学
課
程
を
持
つ
お
よ
そ
二
二
の
大
学
に
開
設
さ
れ
て

い
る
｡
第
3
表
に
見
え
る

｢大
専

(大
学
専
科
)｣
｢幹
部
専
修
科
｣
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
｡
受
講
資
格
は
'
中
等
学
校
卒
業

[高
卒
]
以
上
の
学
歴
と
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
四
〇
歳
以
下
の
現
職
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
｡
期
間
は
二
年
間
で
あ
る
｡
主
な
履
修
科
目

と
し
て
は
'
政
治
経
済
学
'
哲
学
､
中
国
古
代
史
'
中
国
近
代
史
'
舌
代
漢
語
'
現
代
中
国
語
'
論
理
学
､
基
礎
梢
実
学
'
古
文
書
学
'

文
件
管
理
'
梢
案
管
理
学
'
科
学
技
術
梢
案
管
理
学
'
楢
葉
編
纂
学
'
梢
秦
保
護
技
術
学
'
中
国
楢
葉
史
'
外
国
楢
秦
史
､
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
応
用
､
な
ど
が
あ
る
｡

一
九
九
〇
年
末
ま
で
の
修
了
者
総
数
は
約
四
'
五
〇
〇
人
で
あ
る
｡

5業
余
教
育

[成
人
教
育
]

中
国
語
で
業
余
教
育

[職
務
時
間
外
教
育
]
と
呼
ぶ
'
い
わ
ゆ
る
成
人
教
育
は
'
中
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
重
要
な
部
分
を
占
め

て
お
り
'
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
発
達
し
て
い
る
｡
7
-
キ
ビ
ス
-
の
世
界
に
お
い
て
も
'
成
人
大
学
'
夜
間
大
学
'
放
送
大
学
'
通
信
教
育
t

検
定
試
験
な
ど
の
形
で
'
在
職
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
余
教
育
の
枚
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
｡
特
に
発
展
が
め
ざ
ま
し
い
の
は
'

一
九
八
〇

年
以
降
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
｡
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
学
専
科
に
準
じ
'
履
修
期
間
は
ほ
ぼ
三
年
で
あ
る
｡
7
-
キ
ビ
ス
-
の
業
余
教
育



は
形
式
が
多
様
で
管
理
が
分
散
し
が
ち
な
の
で
'
レ
ベ
ル
を
保
証
す
る
た
め
に
'
国
に
よ
り
一
定
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
｡

別
業
余
大
学

[成
人
大
学
]､
夜
大
学

[夜
間
大
学
]
な
ど
の
成
人
教
育
税
関
に
よ
る
梢
秦
教
育
は
'

1
九
五
八
年
以
来

1
1
機
関
で

行
な
わ
れ
て
お
り
'

一
九
九

〇
年
ま
で
の
修
了
者
の
数
は
五
'

〇
〇
〇
人
を
越
え
て
い
る
｡
タ
イ
プ
と
し
て
は
'
次
の
三
つ
が
あ
る
｡
①

梢
案
部
門
の
委
託
に
よ
る
コ
ー
ス

(例
･
侠
西
省
増
薬
局
の
委
託
に
よ
る
駅
西
師
範
大
学
夜
大
学
梢
案
専
業
班
)'
②
楢
葉
部
門
と
の
連
合
に
よ

る
コ
ー
ス

(例
･
新
江
省
肖
薬
局
と
杭
州
大
学
歴
史
系
と
の
連
合
に
よ
る
楢
葉
幹
部
新
修

[研
修
]
班
)'
③
業
余
学
校
独
自
の
コ
ー
ス
で
梢
秦
部

門
が
協
力
す
る
も
の

(例
･
北
京
市
お
よ
び
同
市
宜
武
区
の
積
秦
部
門
が
協
力
す
る
北
京
市
宜
武
区
紅
旗
業
余
大
学
の
横
案
専
業
)｡

伽放
送
大
学
の
楢
案
専
門
コ
ー
ス
は
'

1
九
八
五
年
に
中
央
広
播
電
視
大
学

[放
送
テ
レ
ビ
大
学
]
と
国
家
楢
薬
局
と
の
協
同
で
開
設

さ
れ
た
｡
同
時
に
'
二
八
の
省
と
自
治
区
'
市
の
放
送
大
学
で
も
同
様
の
コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
た
｡
期
間
は
三
年
間

(フ
ル
タ
イ
ム
で
受
講

す
れ
ば
二
年
間
も
可
)
で
'
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
勉
強
す
る
｡
ス
ク
ー
リ
ン
グ
受
講
者
は
総
計
三
万
人
以
上
に
の
ぼ
り
'

一
九
九

〇
年
末
ま
で
の
コ
ー
ス
修
了
者
は
約
二
万
人
で
あ
る
｡

㈹
通
信
教
育
の
楢
葉
専
門
コ
ー
ス
は
'

一
九
八
二
年
に
中
国
人
民
大
学
函
授
学
院

[通
信
教
育
部
]
に
開
設
さ
れ
'
つ
い
で
各
地
に
そ

の
地
域
支
部
が
開
設
さ
れ
た
｡
地
域
支
部
は
省
'
市
'
自
治
区
'
直
轄
市
の
楢
薬
局
の
協
力
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
｡
三
年
間
の
中

等
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
コ
ー
ス
と
､
五
年
間
の
大
学
コ
ー
ス
が
あ
る
｡

1
九
八
八
年
ま
で
の
履
修
者
は
1
'

〇
〇
〇
人
以
上
で
あ
る
｡
7
-

キ
ビ
ス
-
の
通
信
教
育
課
程
は
'
ほ
か
に
黒
龍
江
大
学
'
鄭
州
大
学
'
江
西
大
学
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
｡

(6
)

仙検
定
試
験
は
独
学
で
横
案
学
を
学
ん
だ
者
が
資
格
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
'

1
九
八
三
年
以
来
'
北
京
'
江
西
省
そ

の
他
い
く
つ
か
の
省
の
高
等
教
育
自
学
考
試
委
員
会
が
梢
案
専
門
コ
ー
ス
を
設
け
試
験
を
実
施
し
て
い
る
｡
受
験
者
は
六
'
〇
〇
〇
人
以

上
で
あ
る
｡
北
京
の
場
合
'
試
験
科
目
数
は
哲
学
'
政
治
経
済
学
'
科
学
社
会
主
義
'
外
語
'
楢
葉
管
理
学
'
科
技
楢
葉
管
理
学
な
ど
全

部
で
一
八
科
目
で
'
年
に
二
回
'

一
回
二
科
目
ず
つ
受
験
で
き
る
｡
し
た
が
っ
て
全
科
目
合
格
す
る
に
は
四
年
か
ら
六
年
か
か
る
｡

一
〇

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
糞
成

(安
藤
)

二
二
三
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四

科
目
合
格
す
る
と
中
等
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
の
資
格
が
与
え
ら
れ
'

一
八
科
目
全
科
目
に
合
格
す
る
と
大
学
専
科
卒
業
資
格
が
与
え
ら
れ
る
｡

8専
門
職
認
定
教
育

こ
れ
は
技
術
系
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
お
よ
び
管
理
職
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
た
め
に
一
九
八
八
年
に
開
設
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
あ
る
｡
受
講
資
格
は
'

中
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
と
五
年
以
上
の
技
術
職
ま
た
は
管
理
職
経
験
を
持
つ
三
五
歳
以
上
の
者
と
な
っ
て
い
る
｡

一
九
八
八
年
以
来

こ
れ
ま
で
に
'
国
お
よ
び
省
の
梢
薬
局
の
委
託

･
協
力
の
も
と
で
三
〇
大
学
が
こ
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
'
既
に
八
､

〇
〇
〇
人
以
上

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
履
修
し
て
専
門
職
の
資
格
認
定
を
受
け
て
い
る
｡
履
修
科
目
は
政
治
経
済
学
'
哲
学
'
古
代
漢
語
､
古
文
書
学
'
文

件
管
理
'
楢
案
管
理
学
'
科
学
技
術
楢
葉
管
理
学
'
梢
案
編
纂
学
'
楢
葉
保
護
技
術
学
'
外
国
梢
案
史
'
コ
ソ
.iJ
ユ
ー
タ
応
用
な
ど
'
八

な
い
し

1
0
科
目
｡
履
修
期
間
は
1
年
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
･
コ
ー
ス
か
ら
二
年
間
の
.ハ
ー
ト
タ
イ
ム
･
コ
ー
ス
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
る
｡

仙短
期
研
修

短
期
研
修
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
在
職
者
教
育
の
最
も
基
本
的
な
手
段
と
し
て
'
各
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
て
い
る
｡

1
九
八
三
年
'
国
家
梢

薬
局
は
規
則
を
設
け
'
短
期
研
修
に
は
古
文
書
学
お
よ
び
文
件
管
理
学
'
梢
案
管
理
学
'
科
学
技
術
楢
葉
管
理
学
'
楢
葉
保
護
技
術
学
'

肖
案
編
纂
学
の
五
科
目
を
含
む
べ
き
こ
と
と
'
体
系
的
な
専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
い
ア
I
キ
ビ
ス
-
は
'
必
ず
こ
の
五
科
目
の
短
期
研

修
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
｡

短
期
研
修
の
期
間
と
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
'
た
と
え
は
省
の
楢
葉
局
や
中
央
省
庁
の
楢
葉
部
門
は
ふ
つ
う
三
カ
月
以
上
の
全
日
制
の
短

期
研
修
を
実
施
し
て
い
る
の
に
対
し
'
市
の
梢
薬
局
が
行
な
う
短
期
研
修
は

1
ヵ
月
か
ら
二
カ
月
の
全
日
制
あ
る
い
は
半

･
全
日
制
で
あ

る
｡
実
施
方
法
は
'
機
関
内
で
や
る
場
合
と
大
学
に
委
託
す
る
場
合
と
が
あ
る
｡
ま
た
大
規
模
な
い
し
中
規
模
の
市
で
は
'
六
ケ
月
間
の

定
時
制
の
短
期
研
修
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
な
体
系
的
な
研
修
課
程
の
ほ
か
に
'
市
以
上
の
梢
薬
局
で
は
科
学
技
術
の
発
達
な
ど
に
と
も
な
う
梢
案
館
実
務
の
拡
充

･



発
展
に
対
応
す
る
た
め
'
さ
ま
ざ
ま
な
臨
時
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
｡
最
近
の
テ
I
T,
を
あ
げ
る
と
'
会
計
楢
葉
論
'
法
律
楢
葉
論
'

楢
葉
記
述
法
'

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
技
術
'
事
業
経
営
の
近
代
化
な
ど
が
あ
る
｡
こ
の
タ
イ
プ
の
研
修
は
期
間
も
か
な
り
短
い
も
の
で
あ

る
｡討
論
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
し
ば
し
は
開
か
れ
て
い
る
｡
た
と
え
は

一
九
八
八
年
に
は
'
安
徽
省
楢
葉
学
会
主
催
に
よ
る
梢
奏
法
の
施

行
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
｡

1
九
八
九
年
に
は
'
山
東
省
楢
葉
局
が
楢
葉
館
館
長
の
た
め
の
討
論
会
を
開
催
し
た
｡
ま
た

1

九
八
六
年
以
来
'
国
家
楢
葉
局
と
国
家
教
育
委
員
会
は
'
共
催
で
梢
実
学
に
関
す
る
夏
期
講
座
を
開
い
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
セ
-
ナ
I
や

討
論
会
は
'
主
と
し
て
楢
葉
事
業
や
楢
薬
学
が
い
ま
直
面
し
て
い
る
理
論
上
'
実
務
上
の
課
題
を
議
論
す
る
た
め
の
も
の
で
'
ア

ー
キ
ビ

ス
ト
の
専
門
知
識
と
楢
薬
学
の
学
術
交
流
の
進
展
に
た
い
へ
ん
役
だ
っ
て
い
る
｡

(-
)

t̂B
ボ
ス
ー
･
ー
レ
ー
ニ
ン
グ

[職
種
別
研
修
]

各
実
務
者
の
現
場
の
ボ
ス
I
の
要
請
に
応
じ
て
'
政
治
学
理
論
'
職
業
倫
理
'
科
学
文
化
知
識
'
そ
の
他
の
専
門
知
識
お
よ
び
技
能
の

研
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
｡

一
九
八
八
年
に
山
西
省
楢
葉
局
が
初
め
て
市
お
よ
び
県
の
楢
案
館
長
を
対
象
に
し
た
コ
ー
ス
を
設
置
し
'
そ

の
後
'

1
九
九

〇
年

一
〇
月
に
国
家
梢
案
局
が
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
職
種
別
研
修
の
発
展
に
つ
い
て
の
提
言
な
る
も
の
を
出
し
'
計
画
的
か

つ
体
系
的
な
-
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
よ
う
求
め
た
｡
現
在
'
数
省
の
枯
薬
局
が
既
に
職
種
別
研
修
を
実
施
し
て
お
り
'
他
の
省
は
検
討
中

で
あ
る
｡

五

在
職
者
教
育
の
成
果

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
'
さ
ま
ざ
ま
な
在
職
者
教
育
が
ど
の
く
ら
い
普
及
し
て
い
る
か
を
統
計
的
に
み
て
み
よ
う
｡

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

二
二
五
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第

5
蓑
は
一
九
九

〇
年
現
在
の
統
計
で
あ
る
｡
ま
ず
'
中
央

･
地
方
の
い
わ
ゆ
る
梢
薬

局
と
総
合
梢
案
館
'
お
よ
び
中
央
政
府

･
省
政
府
各
省
庁
の
楢
葉
部
門
と
大
規
模
企
業
の

梢
案
部
門
に
働
-
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
数
は
'
合
計
八

1
'

1
三
六
人

(こ
れ
に
は
中
小
組
織

の
楢
葉
重
な
ど
に
勤
め
る
7
-
キ
ビ
ス
ト
は
含
ま
れ
な
い
)
で
あ
る
｡
そ
の
学
歴
別
内
訳
を
見

る
と
'
大
学
専
科
レ
ベ
ル
以
上
の
高
等
梢
案
専
門
教
育
を
受
け
た
者
は

1
四
.ハ
-
セ
ン
ト

に
当
た
る

一
一
'
四
六
三
人
い
る
が
'
そ
の
内
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が

｢成
人
教
育
｣
の

大
学
レ
ベ
ル
･
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
者
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
三
六
.ハ
-
セ
ン
ト
に
当
た

る
三

二

六
人

(三
〇
'
二

六
人
の
誤
り
か
)
は
'
中
等
学
校
レ
ベ
ル
以
上
の
楢
葉
教
育

(8
)

を
受
け
た
者
で
あ
る
｡
こ
れ
を

一
九
八
五
年
の
統
計
と
比
較
す
る
と
'
五
年
間
で
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
の
総
数
は
三
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
が
'
高
等
教
育
修
了
資
格
を
持
つ
者
､
中
等

教
育
修
了
資
格
を
持
つ
者
と
も
に
'
比
率
は
下
が

っ
て
い
る
｡

次
に
'

一
九
九

〇
年
の
統
計
に
戻

っ
て
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
持

っ
て
い
る
専
門
資
格
の

グ
レ
ー
ド
別
内
訳
を
見
る
と
'
上
級
専
門
資
格
保
持
者
が

一
､
六
五
五
人

(二
.ハ
-
セ
ン

ト
)'
中
級
専
門
資
格
保
持
者
が

一
五
'

〇
七
二
人

(
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
)'
初
級
専
門
資
格

保
持
者
が
三
三
'
四
〇
五
人

(四
一
.ハ
-
セ
ン
ト
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
こ
で
い
う
専

門
職
資
格

(英
文
'(
-
.ハ
I
で
は
p
rofessio
n
al
tittes
)
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
'
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
専
門
職
資
格
保
持
者
の
う
ち
七
二
パ
ー
セ
ン

ト
は
成
人
教
育
な
い
し
現
場
教
育
で
養
成
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う
｡

第5表 アーキビストの現状 (1990年統計)

アーキビスト数 (鉱 壷S'欝 閑の) 81,136

うちアーキビスト高等教育修了者 11,463(14%)うち60%は成人軟膏による

アーキビスト中等教育修了者 30,116(36%)(政文では3,116人)

うち72%は成人鼓育
または現敬老教育に
よる

うちアーキビスト上級タイトル所持者 1,655(2%)

中級タイトル所持者 15,072(19%)

初級タイトル所持者 33,405(41%)



六

ま

と
め

中
国
は
国
と
地
方
の
梢
案
館
の
数
が
三
'
六
〇
〇
館
を
越
え
'
こ
の
他
に
も
企
業
や
学
校

･
病
院
な
ど
の
組
織
に
は
必
ず
楢
葉
室
が
設

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
｡
数
の
上
か
ら
見
れ
ば

'
ま
さ
に

〟文
書
館
大
国
″
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
-
養
成
も
'
し
た
が

っ
て
他
国
で
は
類
例
を
見
な
い
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
も
'
た
だ
単

に
数
が
多
い
'
規
模
が
大
き
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
｡
中

国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
'
設
備
､
教
官
の
研
究
水
準
な
ど
を
見
る
か
ぎ
り
､
教
育
の
質
も
か
な
り
高
い
も
の
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
｡

ま
た
海
外
の
文
召
館
学
'
史
料
管
理
学
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
と
研
究
熱
心
さ
も
'
予
想
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
欧
米

語
の
文
献
は
'
数
年
前
の
I
C
A
国
際
会
議
の
議
事
鐘
に
至
る
ま
で
'
数
多
-
中
国
語
に
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
驚
い
た
の
は
'
中
国

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
日
本
の
文
喜
飽
事
情
に
た
い
へ
ん
詳
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
｡
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
税
関
連
絡
協
議
会

(全
史
料

協
)
が

一
九
八
九
年
と

一
九
九

〇
年
の
二
回
'
訪
中
代
表
団
を
派
遣
し
た
せ
い
も
あ
る
が
'

一
九
九
〇
年

一
〇
月
に
創
刊
さ
れ
た
全
史
料

協
の
機
関
誌

『記
錠
と
史
料
』
の
内
容
が
'
わ
ず
か
数
カ
月
後
に
中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
の

『肖
薬
学
通
訊
』
に
紹
介
さ
れ
る
-
ら
い
'

海
外
情
報
の
流
通
が
早
い
の
で
あ
る
｡

も
ち
ろ
ん
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
｡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
で
中
国
側
が
あ
げ
て
い
た
の
は
次
の
四
点
で
あ
っ
た
｡

川梢
案
工
作
の
標
準
化
と
在
職
者
教
育
の
標
準
化

∽在
職
者
教
育
用
の
教
材
の
開
発

8国
立
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置

中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
三
号

帥教
育
ス
タ
ッ
フ
の
政
治
的

･
専
門
的
質
の
向
上

7
-
キ
ビ
ス
-
養
成
が
多
様
な
方
法
で
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
に
'
教
育
の
標
準
化
や
'
優
秀
な
教
育
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
､

か
な
り
困
難
を
生
じ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
｡

I
C
A
専
門
職
教
育
部
会
委
員
会
は
'
最
終
日
の
九
月

一
四
日
に
開
い
た
会
合
で
'
中
国
に
対
す
る
委
員
会
の

｢意
見
表
明
｣
な
る
も

の
を
採
択
し
た

(こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
'
ふ
つ
う
開
催
国
に
対
す
る

｢勧
告
｣
recom
m
endation
を
採
択
す
る
の
だ
が
'
中
国
に
対
し
て
は
と
く
に

勧
告
の
必
要
は
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
'
｢勧
告
｣
で
な
-

｢意
見
表
明
｣
と
な
っ
た
)｡
次
の
四
点
で
あ
る
｡

①
中
国
は
今
後
も
す
ぐ
れ
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
の
発
展
に
努
め
て
ほ
し
い
｡

②
中
国
は
中
国
語
で
発
表
さ
れ
る
文
書
館
関
係
の
雑
誌
'
専
門
書
に
英
文
要
約
を
付
し
て
ほ
し
い
｡

③
中
国
は
少
な
く
と
も
二
年
に
一
回
-
ら
い

(で
き
れ
ば
毎
年
)
'
ア
ジ
ア
･
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
を
対
象
に
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
研

修
講
座
を
開
催
し
て
ほ
し
い

(英
語
で
)｡

◎
中
国
国
家
楢
薬
局
は
'
ア
ジ
ア
･
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
を
対
象
に
し
た
情
報
誌
の
よ
う
な
も
の
を
発
刊
し
て
ほ
し
い
｡

中
国
が
今
後
'
ア
ジ
ア
･
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
は
も
ち
ろ
ん
'
世
界
の
文
書
館
界
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
の
分
野
で
'
主
導
的
な
立
場
の

1
角
を
占
め
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
｡

注
(-
)

｢第
一
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣

(
一
九
八
八
年
'
パ
リ
)
と

｢第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養

成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
(
一
九
八
九
年
'
ミ
ラ
ノ
)
の
概
要
に
つ

い
て
は
'
『史
料
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
一
号

(
一
九
九
〇
年
)
に

｢
7
-
キ
ビ
ス
-
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波
I
I
C
A
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
諸
報
告
-
｣
と
題
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
｡

(2
)
本
稿
の
主
な
情
報
源
と
し
た
の
は
'
中
国
人
民
大
学
で
の
シ
ン
ポ



ジ
ウ
ム
に
お
け
る
次
の
二
つ
の
報
告
ベ
ー
パ
ー
｡
中
国
語
原
文
を
ま

だ
入
手
し
て
お
ら
ず
手
元
に
は
英
文
の
も
の
し
か
な
い
の
で
'
あ
る

い
は
日
本
語
訳
が
不
適
切
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
ご
寛

恕
餌
い
た
い
｡

Z
h
a
o+
G
u
ojun.
ViceJ
e
an.
A
rchives
D
epartm
ent.
.An

tntro
duction
to
the
A
rchives
Cotlege
of
th
e
Peopte.s

U
n
iv
ersity
of
Chin
a..

W

an
g
J
in
g
g
a
o
,
D
ire
c
to
r
o

fDepartm
ent
o
f

Syn
th

e
ti
c

R
e
s
e
a
rc
h
.T
echn
ology
a

n
d

Education
ofS
ta
t
eA
r
c
h
iv
e
s

B
ureau..tn･S
ervi
ce
E
ducatio
n
ofArchivi
Sts
inC
hina..

ほ
か
に
参
照
し
た
文
献
は
以

下
の通
り｡
こ

のう
ち

3

は

国
立
公

文
書
館
氏
家
幹
人
氏
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

-

中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
編

r楢
葉
専
業
主
要
専
業
課
程
数
学

大
綱
JI.

1
九
九

1
年
三
月
'
中
国
科
学
技
術
楢
葉
出
版
社

2

｢当
代
中
国
｣
叢
書
編
輯
部
絹
輯

r
当
代
中
国
的
楢
葉
事
業
L
t

一
九
八
八
年
四
月
'
中
国
社
会
科
学
出
版
社
｡
本
番
に
つ
い
て
は
'

『藤
沢
市
文
書
館
紀
要
』
十
五

二

九
九
二
年
三
月
)
に
'
前
半

部
分
の
全
訳
が
掲
載
さ
れ
た
｡
後
半
部
分
も
次
号
に
掲
載
の
予
定

で
あ
る
｡

3

中
国
人
民
大
学
楢
葉
学
院
専
門
課
程
科
目
一
覧

(仮
題
'
本
の

1
部
の
コ
ピ
ー
の
た
め
書
名
不
明
｡
発
行
年
も
不
明
で
あ
る
が
'

ご
く
最
近
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
)

4
C
h
en
Z
h
a
o
W
u
.
P
ro
fesso
r
o
f
A
rch
iv
es
A
d
mi
n
istra
･

.
中
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成

(安
藤
)

tion.
Ch
i
ne
s
e
Peopte
.s

U
n
ive
r
s
i
t
y
.

.
An

In
tro･

duction
to

A
rchiv
es

E
d
u
cat
i
o
n

i

n

C
h
in.
a

..

AR
C
HtV
U
M
.

V
oI.
uR
如
rV
.

)988
.

5

牛
創
平

･
趨

海
林

･
張

平
安
･
李
徳

寛
･
徐
玉
清
編

r英
洪
積

薬
学
詞
粂
1
.

1
九
<
七
年
'
楢
葉
出
版
社

(3
)
｢梢
案
｣
は
史
料
と
し
て
永
久
保
存
さ
れ
る
べ
き
記
錠
'
す
な
わ

ち
記
録
史
料
の
こ
と
で
'
英
語
の
arch
iv
e
s
に
あ
た
る
｡
し
た
が

っ
て
'
｢梢
菜
館
｣
は
わ
が
国
の
文

書
館
ま
た
は
公
文
畜
虎
の
こ
と

で
あ
る
｡

(4
)

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
｣
arCh
ivi
st
は
'
前
掲

r美
浜
梢
実
学
詞
粂
JI

に
よ
れ
は

｢相
集
工
作
者
｣
｢楢
葉
保
管
且
｣
｢楢
秦
館
負
真
人
｣
と

い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
'
中
国
語
文
献
で
は

｢楢
案
専
業

人
才
｣
｢相
集
幹
部
｣
｢楢
葉
工
作
人
員
｣
と
い
う
よ
う
な
表
現
も
多

く
見
ら
れ
'
必
ず
し
も
固
ま
っ
た
名
称
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
｡

(5
)
以
上
の
四
校
の
名
称
は
英
語
か
ら
の
訳
な
の
で
'
中
国
語
の
正
式

名
称
と
は
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
｡

(6
)
注

(2
)
の
資
料
2
に
よ
れ
は
'

一
九
八
一
年
｡

(7
)
中
国
語
の
原
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
正
確
に
理
解
で
き
な
い
が
'

職
種
別
研
修
の
よ
う
な
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
｡

(8
)
注

(2
)
資
料
2
に
よ
る
｡

二
二
九





あ と が き

1951年5月に文部省史料館として発足した当館は､この度開館

40周年を迎えた｡本号は､これを記念し ｢史料館40周年記念特

集｣と題し､館員はじめ､1991年度に内地研修員であった平川新

氏にご参加いただいた｡例年以上に内容の豊かなものになったこ

とと思う｡

史料館のこれまでの活動や今後の展望､そして昨年12月に催さ

れた ｢史料館四十周年記念祝賀会｣にbいては､別に刊行した

『史料館の歩み 四十年』､ 『史料館報』55･56号をご覧いただ

ければ幸いである｡また､記念事業の一環として史料館が収蔵す

る全国の古文書日録を 『近世 ･近代史料目録総覧』と超し､近時

刊行の予定である｡

史料館の40周年は､多くの方々の御協力をもってはじめて迎え

ることができたものである｡今後とも一層のご支援を心よりお隣

い申し上げたい｡


